第４０回　ＪＡ共済杯ＵＭＫ宮崎県中学校バレーボール大会
新型コロナウイルス感染拡大予防に関する対応について

宮崎県バレーボール協会
１　感染源を断つことについて
（１）風邪症状（発熱・咳・鼻汁・咽頭痛・頭痛等）のある大会関係者は、参加できない。（発熱は、37.5℃以上が目安）
（２）大会期間中、入場者の名簿提出を義務づける。
（３）大会期間中・大会終了後（自チームの試合終了後）２日以内に陽性者が確認された場合は、県協会中学部事務局に報告する。
（４）引率者は、集合時から解散時まで選手の健康観察を徹底する。
（５）大会中選手等の体調不良を確認した場合、大会本部や医療機関及び保護者等と連携し、安全に帰宅させる等の対策を講じる。
２　身体的距離の確保について
（１）今大会は開会式を実施しない。閉会式については、実施するが、感染状況によっては、その形式を変え実施する場合がある。
（２）代表者会等では、互いの間隔を空け実施する。
（３）引率者等は、集合時・待機時・食事中において、選手同士の間隔ができる限り空くように指導する。
（４）対戦相手や審判等への握手を実施しない。また、ゲーム中のハイタッチや肩組み等を制限する。
３　マスクの着用について
（１）大会関係者にはマスク着用を義務づける。
（２）試合中に限り、コート内の選手のみ、マスクを外してもよい。
（３）引率者は、生徒の健康観察をしっかりと行い、こまめな給水させる。その際、コップ等の共用をさせない。
４　手洗い・消毒の徹底について
（１）各チームともこまめな手洗い・消毒に努めること。また、チームとして石けんや消毒液を準備すること。
（２）個人のタオルを準備し、共用をさせない。
５　３密の回避について
（１）大会会場は、密閉空間にならないよう、換気に努める。
（２）更衣室で選手が密集しないように、譲り合って使用する。また、各会場責任者の指示に従う。
（３）待機場所で、大人数が密集しないように、各チームで心がける。
（４）声を出す応援等を控える。拍手や鳴り物のみとする。
（５）食事をとる際は、間隔を空け、黙食とする。
６　協力体制の確立について
（１）大会運営側・大会参加者がともに協力し、お互いの準備や対策を取りながら大会に臨む。
（２）大会参加に関する注意事項を各チームで共有し、大会中の対策を徹底する。
７　入場者の制限について
（１）チーム関係者（登録選手・スタッフ・登録外選手・保護者等）、競技役員、大会役員の入場を認める。
（２）チーム関係者のうち、登録外選手と保護者等については、後日連絡をする。
※　特に、12月17・18日の会場については、十分な応援場所や待機場所も確保できないため、示された入場制限にご協力をお願いします。

８　大会前・大会期間中に陽性者が出た場合の対応について
（１）出場の可否判断は、各学校判断とし、学校長を含め十分に検討すること。
（２）大会中に陽性者が出た場合は、大会本部事務局を窓口とし、対戦校への連絡も含めて事務局と連携して対応する。
（３）選手変更は、参加校が対応可能な限り、柔軟に認めて対応する。
	事務局は、会場担当者に連絡をし、試合順の変更等の対応をする。
出場辞退を判断した場合は、当該校から事務局へ連絡する。
選手変更が可能な場合、事務局は柔軟に対応する。
出場の可否を各学校で判断する。
大会前

	対戦校がある場合は、事務局から連絡をつなぐ。
当該校は、事務局に連絡する。
出場の可否を各学校で判断する。
大会中

	事務局は、対戦校を含め関係者に連絡をする。
当該校は、事務局に連絡する。
大会後2日以内



９　大会運営方法
（１）大会は、全試合トーナメント方式で行う。
（２）コロナウイルス感染状況やインフルエンザ感染状況によっては、競技方法を直前であっても変更する場合がある。
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